
日本学生支援機構奨学金（給付・貸与）
継続手続きについて

対象：日本学生支援機構奨学金（給付奨学金・貸与奨学金）

受給中の学部生・大学院生

※ 2022年3月満期者、休止中の者、停止中の者（給付奨学生は除く）、

2021年11月以降採用者、緊急応急採用者は対象外

鶴見大学・鶴見大学短期大学部

学生支援課
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毎年１回、奨学金継続の意思を確認するた
めに「奨学金継続願」の提出が必要です。

その後、在学する学校が奨学金継続の可否
を判断する「適格認定」を行います。

学業成績等の状況によっては、奨学生とし
ての資格を失う（＝「廃止」）こともあり
ます。
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奨学金継続願
の提出

➀毎年１回、来年度の奨学金継続希望
の有無を機構に提示

➁１年間の学業成績等を振り返り、
奨学生としての責務を再確認

③自身の経済状況に照らして奨学金の
必要性や適正な貸与月額を再確認

適格認定

➀学校が、提出された「奨学金継続願」
の内容と学業成績等を総合的に審査し、
適格基準に基づき奨学金継続の可否等
を判断

➁「奨学金継続願」を提出しても必ず
継続して貸与されるとは限らない
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●2022年4月から辞退する

場合でも、手続きが必要

●奨学金継続願は、インター

ネット（スカラネット・

パーソナル）から入力
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● ➀給付奨学金

②貸与奨学金（第一種）

③貸与奨学金（第二種）

➀～③で複数受給している場合、

それぞれの奨学生番号ごとで

手続きが必要
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●スカラネット・パーソナルは、

ご自身でＩＤ・パスワードを

設定し、登録

※ 大学からＩＤ・パスワードは配付しません

※ ご自身で設定するため、忘れた場合は

大学で確認できません（再登録が必要）
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＜奨学金継続願 入力期限＞

2022年1月17日（月）

25時まで

＜授業料減免継続申請書 提出期限＞
（給付奨学生のみ）

2022年1月17日（月）まで

※郵送 又は 学生支援課持参
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③スカラPSログイン

④給付・貸与額確認

➄継続・辞退の確認
※2022.4からの辞退希望者は
「継続を希望しない」を選択

⑥返還義務・
学業不振の確認

➆経済状況の入力
（貸与奨学生のみ）

※要注意

⑧学生生活状況・
学修状況の入力

➈アンケートの入力
⑩入力内容の
確認・送信

➀収入証明書等の準備

➁下書き用紙の記入

継続希望 2022.4から
辞退

（⑥～➈入力不要）
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奨学金継続希望者１

【経済状況の入力（貸与奨学生のみ）】

基本は「収入合計＝支出合計」

記入金額の単位は「万円」

※ 小数点は使えません

× 学費988000 →  ○「99」万円
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奨学金継続希望者１

【経済状況の入力（貸与奨学生のみ） 】

記入金額は全て「年額」を入力

× 家賃「6」万円

○ 6万円 × 12ヶ月 = 72万円

※1年生は4～11月の8か月分で計算
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奨学金継続希望者１

【経済状況の入力（貸与奨学生のみ）】 ※要注意

「収入合計」と「支出合計」の

差額において、収入超過が

36万円以上（大学院は45万円）

内容を個別に確認・減額指導
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奨学金継続希望者１

【経済状況の入力（貸与奨学生のみ） 】

貯蓄等でどうしても36万円

（大学院は45万円）上回る場合は、

「Ｈ－８経済状況の説明」文章内に

「貯金」という単語を必ず使用
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辞退希望者２

2022年4月から辞退希望

設問「Ｄ 奨学金振込みの継続の確認」

⇒「奨学金の継続を希望しません」を選択

2022年4月以前の辞退希望

⇒ 継続願の入力手続き不要

⇒ 手続きが必要のため、学生支援課に連絡

1

２
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よくある間違い３

●学費は親が払うため、０円と入力
⇒ 支出の「学費」と収入の「家庭からの給付」

に入力が必要です。

●昨年度まで高校生だったので、

高校の学費を入力
⇒ 1年生は4月～11月の８ヶ月分の経済状況

を報告するため、高校の学費は計上不要。
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適格認定の３つの要素
生活全般を通じて態度・行動が貸与奨学生に

ふさわしく、奨学金の貸与には返還の義務が

あることを自覚し、かつ、将来良識ある社会

人として活躍できる見込みがあること。

① 人物

修業年限で確実に卒業（修了）できる

見込みがあること。
② 学業

修学を継続するために引き続き奨学金

が必要と認められること。
③ 経済状況
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適格認定の４つの認定区分

奨学生の資格を失わせる。① 廃止
１年以内で在学学校長が定める期間、

奨学金の交付を停止する。② 停止
※貸与のみ

奨学金の交付を継続するが、学業成績が回復しない場合は、次

回の適格認定時以降に奨学金の交付を停止し又は奨学生の資格

を失わせることがあることを警告し指導する。
③ 警告

奨学金の交付を継続する。④ 継続
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給付奨学生：廃止１

次の１～４のいずれかに該当するとき

1．修業年限で卒業又は修了できないことが確定

2．修得した単位数の合計数が標準単位数の５割以下

3．履修科目の授業への出席率が５割以下、

その他の学修意欲が著しく低い状況にある

4．警告の区分に該当する学業成績に連続して該当

2020年度警告者が、今回警告の場合は廃止
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給付奨学生：警告２

次の１～３のいずれかに該当するとき

（「廃止」の区分に該当するものを除く。）

1. 修得した単位数の合計数が標準単位数の６割以下

2. GPA等が学部等における下位４分の１の範囲に属する

3. 履修科目の授業への出席率が８割以下であることその

他の学修意欲が低い状況にある
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給付奨学生：特例措置３

「廃止」・「警告」に該当する場合であっても、

斟酌すべきやむを得ない事情がある場合、

該当しない場合があります。

傷病・災害その他やむを得ない事由がある場合
※新型コロナウイルス感染症の影響を含む

⇒ ➀学生支援課へ申出

②罹災証明・診断書等証明書類の提出
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貸与奨学生：廃止４

2021年度 年間修得単位数 ０単位

卒業延期が確定した者又は

卒業延期の可能性が極めて高いこと

学生支援課より個別に連絡
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貸与奨学生：停止５

学業成績は廃止該当者と同じで

あるが、成業の見込みがあること

学生支援課との面談を行います
※歯学部は進級出来ない時点で、停止確定



手続きへのご協力をお願いします！！


